


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































焼しきる消尽〉であり、consommationとは、〈商品の購買による消費〉である。La societe de consumationとは、効
用に回収されることのない生命の充溢と燃焼を解き放つ社会の経済であり、la societe de consommationとは、商品
の大量の消費を前提とする社会の形態である。区別するために、consumationとconsommationを〈消費〉と「消費」、
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